
24

08

日
刊
工
業
新
聞

N
O

.

ペ
ー
ジ

年
月
日

無
断
転
載

・
複
写
禁
止

㈱
日
刊
工
業
新
聞
社

25

01

情
報
を
整
理

手支t,tgで
末来箕i-<
ァ芦s• 一=-挑戦一

水
文
環
境
回

越
後
平
野
の
地
下
水
の

流
れ
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ

産
業
技
術
総
合
研
究
所

（
産
総
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）
は
、
地
下
水

位
や
水
質
、
同
位
体
比
な

ど
の
科
学
情
報
を
収
録
し

た

「水
文
環
境
図
」
を
公
図
は
電
子
版
の
「
水
文
環
る
帯
水
層
の
地
下
水
を
利
を
基
に
、

G
1層
の
地
下
涵
養
域
を
週
切
に
保
全
す
一

開
し
て
い
る
。
同
図
は
、
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図
」
に
改
め
ら
れ
た
。
用
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る
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状
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す
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地
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水
文
地
質
条
当
初
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録
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井
戸
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枯
渇
と
査
を
行
っ
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下
水
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源
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あ
る
こ
i

て
お
り
、
地
下
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ェ
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を
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松本親樹

広島県出身。これまで国外の資
源開発現場の汚染水問題や開発跡
地再緑化に取り組んできた。現在
は水文学をベースに、国内の地下
水資源、休廃止鉱山における坑廃
水や地層処分に関する研究を行っ
ている。新たな発見や刺激を求め
て、フィールドワークに積極的に
取り組んでいる。
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